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表現力の育成のための効果的な指導の在り方について

高 田 純 子

はじめに
平成24年度から全面実施する予定となっている中学校新学習指導要領では改訂のポイントとして思

考力・判断力・表現力等の育成が挙げられ，各教科等でレポート作成や論述を行うといった言語活動

を指導上位置付けることが求められている。中学校外国語では「外国語を通じて，言語や文化に対す

る理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，聞くこと，話すこと，

読むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う」ことが目標とされている。中学校

英語では授業時数が週3時間から週4時間へと改訂され，この時間を有効に使えば，今まで以上に基

礎基本の定着を図り，それを土台としたコミュニケーション能力の基礎を養うという新学習指導要領

の目標を達成させることができるのではないだろうか。本稿では表現力の育成のための効果的な指導

の在り方について考えたい。

1 .主題設定の理由
( 1)「言語に関する知識」と「表現力Jの実態調査より

本校の生徒は英語に興味を持ち，意欲的に言語習得に努めている生徒が多い。また，中学校入

学前から英語に接する機会が全国平均よりも上回っていることも本校の特徴であるといえる。定

期テストなどの文法問題や単語テストなどのペーパーテストでも高得点を取り，言語に関する知

識を豊富に持っている生徒が多いといえる。しかし，その一方で自分の気持ちを既習の表現を用

いて表現することができない場面に遭遇することがある。例えば I want to be a doctor.とテ

ストでは書けるのに， AL TにWhatdo you want to be？と聞かれて，自分の言葉としてIwant 

to be a doc tor.と伝えることができないのである。また，単語を書くことができ，意味は分かつ

ているのに，それを文の中で用いて自分のこととしてコミュニケーションができないこともよく

ある。

実践的コミュニケーション能力とは単に文法規則や語葉などの言語に関する知識を持っている

だけではなく，それを用いて実際にコミュニケーションを図ることができる能力であると言える。

言語に関する知識が土台となり，表現力が育成されることは言うまでもなく，この知識の習得を

おろそかにしてはいけないが この知識だけではコミュニケーションを図ることができないこと

も言うまでもない。つまり，学習したことを実際に使って，自分の考えや意見を伝える活動を行

うなど，知識の域を超えた表現力の育成が必要となっている。そこでまず，「言語に関する知識」

と「表現力」の習得の実態を調べた。（対象： l年生158人 平成19年 1学期期末テストより）

グラフ①

「言語に関する知識を問う

問題の正解率J

繍正解率20%以下・正解率20%～--10句川 正 解 率--10吋～60吋

舗正解率的。る～80%鰻正解率的%以上
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グラフ②

「表現力を問う問題の正解率」

高田純子

ー正解率20°.以下 ・正解率20°0～40% 正解率40%～印%

圃正解率60°0～80% 正解率80%以上

グラフ①とグラフ②より，言語に関する知識を問う問題の正解率が表現力を問う問題の正解率

より上回っていることが分かる。つまり，言語に関する知識は持っているが，それを用いて表現

するところまで、には至っていないのである。

( 2）「理解力」の実態調査より

H20年 1月に BenesseのGTECfor STUDENTS junior （リスニングテスト）で「聞くこと」（理

解力）の把握のための調査を行った。

表①「聞くこと」（理解力）一本校と全国との比較

本校 全国

受検人数 153 

82. 7 平 均 94. 7 
総合スコア

（標準偏差） (24. 7) (31. 6) 

平 均 4.0 3. 7 
英語の言葉を聞いてわかる

（標準偏差） (0. 8) (0. 9) 

平 均 4. 5 4. 3 
英語の音を区別できる

（標準偏差） (0. 8) (0. 9) 

平 均 4. 7 4.4 
英語の質問に対する答えがわかる

（標準偏差） (0. 6) (1. 0) 

平 均 4. 7 4. 3 
英語の長めの話を聞いてわかる

（標準偏差） (0. 6) (0. 9) 

＊「全国」＝全国の同学年受検者の平均データ。直近3ヶ年の受検結果より集計

上表より，本校の生徒の理解力は全ての項目で全国を上回っており，ぱらつきを表す標準偏差

も低い値となっている。つまり，英語の会話や長めの話を聞いて意味が分かる生徒の割合が多い

と言える。

総合スコアを元に，各受検者が実際に英語を使って活動した場合 どのようなことができるの

かを表すEC Fレベル（EnglishCurriculum Framework に基づ、く英語コミュニケーション能力）

を次に示す。（グラフ③）
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グラフ③

表現力の育成のための効果的な指導の在り方について

0～24 

初心者レベル

1% 

25～69 

英語を使い始め

るレベル

14% 

ECFレベル
130～ 

自分の思いを表

現でき始めるレ

ペル
40，。

自分の思いを表現でき始めるレベルは4%，簡単な会話が楽しめるレベル44%，英語を自分で

使い始めるレベル37%，英語を使い始めるレベル14%，初心者レベル 1%という結果になった。

2. 研究の仮説

コミュニケーションを図るとき，自分が持っている言語に関する知識を用いて，相手の言っている

（書いてある）内容を理解し そして自分の思いを表現することが必要となる。つまり「言語に関す

る知識J「理解力J「表現力」そしてコミュニケーションを図ろうとする「意欲J，この4つの力をバ

ランスよく育てていく必要がある。

ところが，「言語に関する知識Jの域を出ていないコミュニケーション活動，すなわちコントロー

ルされた言語活動を表現力の育成のための活動と取り違え 日々の授業実践の中で「知識Jと「表現

力j に偏りが出ているのではないだろうか。例えばインタビュー活動などをする際にワークシートに

英文が書いてあり，生徒はその中から自分の聞きたい質問を選び，ワークシートに目を落としながら

その英文を読む。これで相手にインタビ、ユーをし，コミュニケーションを図ったような気になってい

ることが教室で起こっていないだろうか。とれでは身につけた基礎・基本の音声練習であり，実際の

言語使用まで結びついていないのである。生徒が自ら思考し，判断して表現する段階に持っていくた

めに「知識」から「表現力」へとつなげる活動を取り入れて4つの力のバランスをとる必要があるの

ではと考えた。そこで次の流れに重点を置いて表現力の育成のための指導を行えば，「表現力Jの育

成を図ることができるであろうと考えた。

ドリル練習，パタンプラクティスを工夫し，反復練習で基礎的な知識を習得させる

↓ 

controlledの活動で基礎的な知識の定着を図る

タスク活動を取り入れ，「知識j から「表現力Jへとつなげる活動を取り入れる

uncontrolledの表現活動を取り入れる

-45-



高田純子

3. 研究の実際

( 1) ドリル練習，パタンプラクティスを工夫し，反復練習で基礎的な知識を習得させるための指導

の工夫

学期ごとにCheckSheet （資料①）を配布し ファイルの表紙に貼らせている。このシートの

目的は，その学期で学習することの大まかな見通しを持たせることと自分の学習の軌跡が一目で

分かることである。そして， ドリル練習や暗唱活動などの基礎基本の定着を図るための活動に意

欲的に取り組ませることを目的としている。

①～⑧の項目に分かれており，それぞれの項目がクリアーできればステッカーをもらえること

になっている。

①予習

ア 覚えたい語句（新出語句）の意味を調べる

イ 基本文を書く（文法説明を書くスペースを空けておく）

ウ 教科書本文の英語をノートに写す

エ 本文の日本語訳を書く（予習の段階において，自分で考えてみることが読解の力につなが

ると考える）

＊英文の下に日本語訳を書いてしまうと見直す時に日本語訳にしか目が行かないので，日本

語訳は英文から離れた所に書くようにしている。→復習するときに日本語訳を見ながら英

文を書くなどの活動にも使うことができる

② ドリル暗唱（speaking)

教師や友達の前で基本文を暗唱する

＊一度に 5, 6文を口頭練習し，日本語を見ながら英文を暗唱する

③ 本文暗唱（speaking)

ア 教師の前で本文を暗唱する。

* 1年生は教科書（NewHorizon）の本文を全て暗記することとしているが， 2, 3年生は

dialogとSpeakingPlusのみを暗唱することにしている

イ 対話文の場合はペアで暗唱する

＊教師の前に来て初めて自分の暗唱する役が指名されるので どの役でも暗唱できるように

練習する必要がある。

このドリル暗唱や本文暗唱活動の前にパタンプラクティスを工夫し 何度も何度も繰り返し練

習する必要がある。「教師の指示は短く，生徒の声は多く」の視点からさまさやまな方法で行って

いる。例えば，一語読み，立って 3回，座って3因。黒板，窓の外，後ろ，廊下の方を見て一周

まわって練習。 Readand Look up。じゃんけんreadingなど全員参加を促すよう心がけている。

自分の声と友達の声が交り，抵抗なく口頭練習ができ，自然に大きな声を出して練習している生

徒も見られる。

④ ドリル筆記テスト（writing)

ア 授業で覚えた基本文を次の授業でテストする

イ 全問正解すると手を挙げ，ステッカーをもらう

＊全問正解しなかった生徒はCheckSheetに点数を書き，何度でも挑戦できる。

⑤ 単語テスト（writing)

ア ひとつのUnitが終わるたびに，そのUnitの語句を30問テストする
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表現力の育成のための効果的な指導の在り方について

＊あらかじめ出題する30聞は提示しておく

イ 全問正解すると手を挙げ，ステッカーをもらう

＊全問正解しなかった生徒はCheckSheet に点数を書き，何度でも挑戦できる。

⑥ スピーチ（speaking)

ア 授業のはじめにテーマにそったスピーチをする

イ 友だちのスピーチを聞き，質問する。

⑦ その他のチェック

ア コミュニケーション活動やクイズなどで頑張ったときにステッカーをもらう

イ ノートが一冊終わったり，自主学習などの取り組みで頑張ったりしたときにステッカーを

もらう

＊この項目のステッカーは出レ惜しみをせず，生徒の意欲を喚起するためにもGood!Great! 

などと大げさにほめながらステッカーを渡す。

⑧確認

ア 学期の終わりに提出する

イ 学習の軌跡としてCheckSheetを見

ながら教師と面談を行う

このCheckSheetを用いて，学習習慣も

身に付き，意欲も喚起できたように感じて

いる。この積み重ねで言語に関する「知識j

をインプットすることができたのではない

だろうか。

Check Sheet 

( 2 ) cont r o I I edの活動で基礎的な知識の定着を図る指導の工夫

次は 1で得た基礎・基本の「知識」をcontrolledの活動で定着を図る段階である。前述したよ

うに，このcontrolledの活動はコミュニケーション活動ではなく，あくまで「知識」の定着を図

るための活動と考えている。

【controlledの活動実践例］

① 学習のねらい

一般動詞（一人称，二人称，三人称）の文を正しく発音し 文法に従い正確に対話すること

ができる。

② 学習の流れ

・絵を見ながら疑問文の口頭練習をする

（例Doyou speak Eng 1 i sh? - No, I don' t. I don' t speak Eng 1 i sh. ) 

-47-



高田純子

・絵の中から聞きたい質問を選び，友達にインタビューする→インタビュー結果を英文でまと

める。

・インタビューの結果を発表する

工nterviewGame 
Name ( 

男子 l人，女子 1人にそれぞれ違った質問を 3つずつしましょう。（言十6個）メモ欄（Memo)

のYes/NoにOをしましょう。（質問と絵を線で結びましょう）質問し終わったら席に戻り，その

結果を伝える英文を書きましょう。（例） ～は・・・が好きです

boy 

girl 

boy 

girl 

くん

さん

Yes / No 

Yes / No 

Yes / No 

Yes / No 

( 3）タスク活動を取り入れ，「知識」から「表現力」へとつなげる活動を取り入れた指導の工夫

タスク活動とは「言語知識を静的なものから動的なものへと変える触媒的なもの」であり，構

造シラパスを基本として構成されている検定教科書を用いた指導を前提として，学習者が使用す

る言語形式を主体的に選択し，相手との自然なコミュニケーションを通して，与えられた課題を

遂行する，原則として対話形式の活動や発表を指すものである。（高島英幸：実践的コミュニケー

ション能力のための英語のタスク活動と文法指導）とある。

そこで「知識」の域を出た「表現力J育成のための実践としてこのタスク活動を以下のように
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表現力の育成のための効果的な指導の在り方について

取り入れた。

【「知識」から「表現力」へとつなげる活動実践例］

① 学習のねらい

・留学生は自分にあったルームメイトを見つけるため，コーディネーターは留学生にあったルー

ムメイトを勧めるために，それぞれの持つ情報を伝え合い，ルームメイトを決定することが

できる。

－場面や内容に応じて， be動調と一般動詞を用いて，自分や人のことについて述べることがで

きる。

② 学習の流れ

・ペアになりコーディネータ一役か留学生役かを決める

・シートの流れに従って，対話しタスクを解決する

・役を変わり，対話する

シート A （コーデイネーヲー復）

《次の場面でペアと会話をしてみよう》

あなたはルームメイ卜紹介会社のコーディネーターです。ペア（留学生）がルームメイ卜を探

しにあなたの会社へやって来ました。ペアにあったルームメイトを紹介できるといいですね。

1 笑顔であいさつしましょう。

2 ぺアの情報を聞き出しましょう。（気の合う人を紹介するためです）

3 ぺアの情報とあなたの会社に登録されている人のデータを照らし合わせて，ぺアにお勧めの

ルームメイトの写真を見せながら紹介しましょう。

4 ぺアも質問があるようです。（もっと詳しい情報は下にありますのでその情報をもとにペア

の質問に答えましょう）

B1n Ann Mike Lisa 

（詳しいデータ） （詳しいデータ） （詳しいデータ） （詳しいデータ）

ひらがなを読む ひらがなを読む ひらがなを読まない ひらがなを読まない

姉妹はいない 姉妹が二人いる 姉妹はいないが， 姉妹はいない

兄弟が一人いる

5 紹介した人が気に入ったかどうか聞いてみましょう。
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シー トA （コーデイネーヲー彼）

《次の場面でぺアと会話をしてみよう》

あなたは自分にあったルームメイトを探しにルームメイ卜紹介会社を訪ねます。

1 笑顔であいさつし， 自己紹介をしましょう。

2 コーディネーターの質問に答えましょう。（気の合う人を紹介するためです）

3 コーディネーターがルームメイ卜を紹介してくれます。

4 紹介された人について以下の 2つの質問をしてみましょう。

Q 1 ひらがな（kana）を読むかつ Yes / No 

Q2  姉妹が（sister）がいるか？ Yes / No 

5 紹介した人が気に入ったかどうか答えましょう。

紹介された人の名前

（カタカナでよい）

この活動では決められたことを表現するのではなく 自分の頭で考え 何をどのように伝える

のかを生徒は選択している。この思考が大切であると考える。また 既習の表現と新出表現を交

えて使うことで使用場面にも目を向けることができた。

(4) uncontrolledの表現活動を取り入れた指導の工夫

【uncontrolledの表現活動の実践例］ AL  Tと話をしよう

① 学習のねらい

一般動詞を用いて間違いを恐れずに自分の伝えたいことや聞きたいこと伝え， AL Tとの会

話のやり取りを楽しむことができる。

②学習の流れ 一人ずつAL Tと自分の家族やペットなどについて会話をする

この活動では三人称単数現在のSが抜けたりという文法的な間違いはあったものの，自分の言

いたいことを伝えることができ また聞くことができる質問ではなく 聞きたい質問をすること

ができたという生徒の満足感も得られた。活動後の振り返りでは「こんな時にはどのように表現

すればいいのか」という質問も飛び交い，教師のコントロール下ではない活動につなげることが

できた。

以上は一般動調に絞って実践

例をあげてみた。その他にも

uncontrolledの活動として次の

ような実践も試みた。

ア Poster作成オーデ、ィション

（書くとと）

この活動では友達に伝えた

い情報をポスターにして表現

してみた。内容も自分で決め

て，表現方法も自由とした。
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表現力の育成のための効果的な指導の在り方について

生徒の振り返りより

・ポスターとなると豊富な単語や文を使って，読んでいる人のイメージを大きく膨らませないと

いけなかったので大変だった。

－自分の言いたかったことはだいたい言うととができた。でも「ことでしか見ることができない

お宝映像が盛りだくさん！！」という文の「お宝」の部分を上手く表現できず，ただ、の＂ picture”

で終わってしまったのが残念だ、った。

・分からないことは辞書を使って調べ，それを新しい単語として覚えることができた→自分の書

きたいことを書けることがうれしかった。

－吹奏楽祭ではいろんな音を聞くことができるので，いろんな形容詞を使ってそれを表現した。

・自分の言いたい日本語をそのまま英語に訳すのではなく，何が言いたいのかを考えて伝えたい

ことを書けたから良かった。

・ポスターを書いてみて 自分の思ったことを書くのはとても難しいと感じた。でも何とかやり

遂げた後はとても気持ちが良かった。

イ 紙芝居 ReadingPlusのMagicBoxの結末を自分たちで考えてスキットを作り，発表する。

（話すこと）

生徒の振り返りより

・緊張して役になりきれず，表現できなかった

~」めか n... •吋 il... l，旬.；JiいW

flkj ｝.骨《J¥1叩刈 1刊 ijra

込

・みんなの発表を聞いて すごく発音のいい人がたくさんいたので，その人たちを見習ってどん

どん表現力を上げ，文章，発音ともに力をつけたい

・練習ではもっと役になれていたのに，棒読みになってしまったので，そこの表現をもっときち

んとできたら良かった

－どうしたらその場の雰囲気が表現できるのか苦労した。

・前を向いたとき，こっちを向いていてくれてやりがいがあった。見てくれている人がいると表

現もしやすかった。

・wife訳をやってみて，役になりきれるようにスピードや抑揚に気をつけて発表できた。

・後半のストーリーはどうしてもハッピーエンドにしたかったので 英語でしっかりそういう展

開で終わらせることができて良かった。

・英語を覚えることによって自分のものになるような気がした。
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4. 研究の成果と今後の課題

uncontrolledの活動において「こんな時にはどのように表現すればいいのかJという質問が多く出

た。具体的な場面を意識して，生徒が使用したい表現を使用したいときに使用すると，それは生徒の

記憶にも残り，次に使用しようとしたときに記憶から引き出すことができるのではないだろうか。そ

の意味でもこのような「こんな時にはどのように表現すればいいの」と感じさせることができる具体

的な使用場面を意識したuncontrolledの活動を積み重ねていくことで「表現力Jの育成も可能となる

と感じた。

uncontrolledの活動でコミュニケーションを図るとき，自分の言いたい日本語をそのまま英語に直

して伝えようとして，自分の知らない単語や表現の仕方にとらわれすぎてしまい，表現できない場面

が多く見られた。英語と日本語を 1対lで考えるのではなく，自分は何が言いたいのかを考えて，知っ

ている別の表現を用いる柔軟性が必要であるとも感じた。それもやはり英作の「知識Jの域を出てい

ないからと言える。このような柔軟性も「知識」を「表現力」へとつなげる活動を多く取り入れるこ

とで育成できると感じた。今後の課題として さらに「知識」から「表現力Jへとつなげる活動を取

り入れ，それをuncont ro 11 edの表現活動へと結び、つけるような言語活動を多く取り入れていきたい。

そしてその活動の中で 前述の柔軟性を養い 実際のコミュニケーション場面をシュミレーションし，

言語使用につなげていけたらと思う。
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